



































































































































































































人口率 備 考人種 性別 年令 貧困者 刑事犯 精神障害者等
東 部 旧 州
コネチカット １８１８＊ ×（１８４５） ×（１８４５） ○ 白人 男子 ○ ○（１８１８） × ○ × × １．９ ＊１８１８年憲法で財産資格は納税資格・民兵資格と択一化／１８５５年修正で識字資格導入
マサチューセッツ １７８０ ×（１８２１） ○（１８２１） ○ × 男子 ○ ○（１８２１） ○（１８２１） × ○（１８２１） ○ ０．８ １８２１年憲法で選挙種別選挙権制度廃止
ニューハンプシャー １７７６ × ○ ○ × 男子 ○（１７８４） ○（１８１３） ○（１７９２） × × ○ ０．２
ニュージャージー １７７６ ×（１８４４） ×（１８４４） ○ 白人 男子 ○ ○（１８４４） ○（１８４４） ○（１８４４） ○（１８４４） ×（１８０７） ３．８ １８０７年憲法発効以前は女性も投票可
ニューヨーク １７７７
×（１８２１） ×（１８２６） ○ 白人
男子 ○（１８２１） ○（１８２１） × ○（１８２１） × △＊（１８２１） １．３
＊１８２１年州憲法で選挙種別選挙権制度の撤
廃とともに人種別選挙権制度導入○ ○ ○ 黒人










デ ラ ウ ェ ア １７７６ ×（１７９２） ○（１７９２） ○ 白人 男子 ○ ○（１８３１） ○（１８３１） ○（１８３１） ○（１８３１） ×（１７９２） １９．３
メリーランド １７７６ ×（１８１０） × ○ 白人 男子 ○ ○（１８１０） × ○（１８５１） ○（１８５１） ×（１８１０） ２４．９
ジ ョ ー ジ ア １７７７ ×（１７８９） ○ ○ 白人 男子 ○ ○（１７８９） × × × × ４４．１
ノースカロライナ １７７６ ×（１８５４） ○ ○ 白人 男子 ○ ○（１８５４） × × × ×（１８３５） ３６．４ １８５４年憲法で選挙種別選挙権制度撤廃
サウスカロライナ １７７８ （○）＊ ×（１８１０） ○ 白人 男子 ○ ○（１７９０） ○（１８１０） × × × ５８．６ ＊１８１０年憲法で財産資格は居住資格と択一化
ヴァージニア １７７６ ×（１８５０） × ○ 白人 男子 ○（１８３０） ○（１８３０） ○（１８３０） ○（１８３０） ○（１８５０） × ４５．０
西 部 新 州
ヴァーモント １７７６ × × ○ × 男子 ○ ○（１８２８） × ○（１７９３） × ○ ０．２
ケンタッキー １７９２ × × ○ 白人 男子 ○ ○（１８５０） × ○ × ×（１７９９） ２０．４
テ ネ シ ー １７９６ ×（１８３４） × ○ 白人 男子 ○ ○（１８３４） × ○（１８３４） × ×（１８３４） ２５．５
オ ハ イ オ １８０２ × ×（１８５１） ○ 白人 男子 ○ ○（１８５１） × ○ ○（１８５１） × １．６
ル イ ジ ア ナ １８１２ × ×（１８４５） ○ 白人 男子 ○ ○ ○（１８４５） ○ × × ４９．５
インディアナ １８１６ × × ○ 白人 男子 ○ ○＊ × ○ × × ０．９ ＊帰化宣誓者を含む（１８５１）
ミ シ シ ッ ピ １８１７ × ×（１８３２） ○ 白人 男子 ○ ○ × ○ × × ５５．３
イ リ ノ イ １８１８ × × ○ 白人 男子 ○ ○（１８４８） × ○ × × ０．５
ア ラ バ マ １８１９ × × ○ 白人 男子 ○ ○ × ○ × × ４５．４
メ イ ン １８１９ × × ○ × 男子 ○ ○ ○ × ○ ○ ０．２
ミ ズ ー リ １８２０ × × ○ 白人 男子 ○ ○ × ○ × × １０．０
アーカンソー １８３６ × × ○ 白人 男子 ○ ○ × × × × ２５．６
ミ シ ガ ン １８３５ × × ○ 白人 男子 ○ ○＊ × × × × ０．９ ＊帰化宣誓者、特定のインディアンを含む
フ ロ リ ダ １８３８ × × ○ 白人 男子 ○ ○ × ○ × × ４４．６
テ キ サ ス １８４５ × × ○ 白人 男子 ○ ○＊ × ○ × × ３０．３ ＊旧テキサス共和国市民を含む
ア イ オ ワ １８４６ × × ○ 白人 男子 ○ ○ × ○ ○ × ０．２
ウィスコンシン １８４８ × × ○ 白人 男子 ○ ○＊ × ○ ○ × ０．２ ＊帰化宣誓者、特定のインディアンを含む
カリフォルニア １８４９ × × ○ 白人 男子 ○ ○＊ × ○ ○ × １．１ ＊旧メキシコ市民を含む
ミ ネ ソ タ １８５７ × × ○ 白人 男子 ○ ○＊ × ○ × × ０．１５ ＊特定のインディアンを含む
オ レ ゴ ン １８５７ × × ○ 白人 男子 ○ ○＊ × ○ × × ０．２ ＊帰化宣誓者を含む
典拠：F.N.Thorpe,The Federal and State Constitutions,Colonial Charters,and Other Organic Laws of the States,Territories, and Colonies およびA.Keyssar, The Right to Vote : The Contested History of Democracy in the United States の























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































こうした系列に分類される研究としては、K.H. Porter, A History of Suffrage in the United States（Chicago，１９１８）；
C.Williamson, American Suffrage from Property to Democracy,1760−1860（Princeton，１９６０）；小川晃一「アメリカ
合衆国における選挙権拡大の歴史過程―成年男子普通選挙権まで―」（北海道大学『法学論集』第３４号、１９８３
年）。しかしながら、近年、上記のホイッグ的選挙権史観を批判する研究が現れはじめている。その代表的
な研究としては、R.J. Steinfield, “Property and Suffrage in the Early Republic,” Stanford Law Review４１（January
































を抄録した、M.D.Peterson（ed.）, Democracy, Liberty, and Property ; The State Constitutional Convention of the1820s
（Indianapolis，１９６６）を用いる。
（８） Sir W. Blackstone , with an introduction by S. N. Katz, Commentaries on the Laws of England, facsimile of the first
edition of１７６５－１７６９（Chicago，１９７９），vol．１，p．１６５；M. Farrand (ed.), The Records of the Federal Convention of
1787（New Haven，１９６６），vol．２，pp．２０３－２０４．














































（３２） Peterson, op.cit., p．２２７．
東北大学大学院 国際文化研究科論集 第十二号
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